
　当院は、松山市空港通にて 2026 年 4月に開院した内科・
血液内科のクリニックです。旧ささき内科クリニックの跡地
にて、前院長・佐々木先生が大切にされてきた「地域に
根ざした温かい医院」の想いを受け継ぎ、日々の診療にあ
たっております。風邪や生活習慣病などの一般内科診療に
加え、健康診断後のご相談や、貧血・白血球異常・血小

板異常など血液内科
の専門診療にも対応
しております。医療は
病気だけでなく、その
方の生活や想いにも
向き合うものと考え

「その方にとって何が最善か」をともに考える診療を大切
にしております。
    松山市民病院とは日頃より密に連携し、精密検査や入院
加療、より専門的な治療が必要な際には速やかにご紹介
できる体制を整えております。
   これからも、地域に根ざし
た温かな医療と専門性を活か
した丁寧な診療を通じて、地
域の皆さまの健康を支えてま
いります。どうぞよろしくお願
いいたします。
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今号のトピックス

♢巻頭言
♢理事長就任挨拶 
♢病院理念が新しくなりました
♢松山市民病院創立70周年
♢臨床の現場から
♢地域包括ケア病棟スタート
　しました！
♢連携医療機関の紹介
♢仕事疲れの特効薬
♢お知らせ
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当院の連携医療機関である先生をご紹介いたします。

所在地 　： 松山市空港通4丁目7番4号
電話番号 ： 089-908-8620
診療科 　： 内科・血液内科
休診日　 ： 水曜・土曜・祝日　　　
※予約優先制です。ご予約の無い場合にはお待ちいただく場合がございます。
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理事長退任　ごあいさつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           山本 祐司
　このたび 2026 年 6 月をもって一般
財団法人永頼会理事長を退任いたしま
した。永年に渡りご厚情を賜りました
皆様方に心より御礼申し上げます。

　私は 1973 年に岡山大学を卒業後、
脳神経外科学を専攻し、研究室生活
を経て 1979 年松山市民病院に赴任し
ました。当院で浅利正二先生らの指導
のもと脳神経外科専門医・学位並び
に脳卒中専門医を取得しました。当時
導入された最新鋭の CT にて造影剤の
ボラス静注による脳血管CT造影法(現
在の３DCTA の前身 ) の臨床研究をも
とに、浅利先生、貞本和彦先生らと共
に脳動脈瘤・モヤモヤ病などの描出に
成功し、海外ジャーナルや愛媛新聞に
掲載されたことが懐かしい思い出と
なっています。

　その後、故宮田信𠘑理事長・院長
より 2009 年病院長を拝命し 2020 年
まで、また兼任を含め永頼会理事長と
して 2015 年から本年まで務めて参り
ました。7 月以降は、柚木茂院長が理
事長兼任という形で引き継いでおりま
す。

　振り返りますと 1980 年代の当院は、
松山市の基幹病院として救急・急性期
医療や慢性期・がん医療に携わり、団
塊世代の医療従事者が中心となり多忙
な診療に明け暮れていました。
1990年～ 2000年代にはMRI など各

種画像診断が、また治療法は顕微鏡
手術や各診療科での内視鏡的治療が
発展しました。近年では心臓・脳血管
などの血管内インターベンション治療、
さらに泌尿器科・呼吸器外科のロボッ
ト支援手術も加わり治療方針も多様化
しその選択も患者主体となりました。
　また、2011 年の東日本大震災以後
は免震構造の新 S 病棟・タワーパー
キング・学生実習棟の建て替えと ER
室整備や電子カルテが導入され、病
棟再編が進みました。2017 年から職
員・地域の子育て支援としてリエール
保育園（病児保育含む）が、さらに
2020 年から交通事故重度後遺障がい
者（遷延性意識障がい者）に対する
四国唯一のナスバ病床を受託し、活動
しています。

　一方、診療報酬のマイナス改定が
続く中、2020 年以降のコロナ禍およ

び物価・賃金上昇や人口減少により、
病院は全国的に構造的赤字を抱え、
一層の経営改善が必須となりました。
本年 6 月、30 年ぶりの診療報酬の大
幅値上げによる改善を期待したいとこ
ろです。

　さて、私自身、2024 年にコロナ感
染と心筋梗塞に罹患し、その後体力を
消耗するようになり、理事長職を辞す
一つのきっかけになりました。
　「市民の市民による市民のための」
松山市民病院―「萬世永頼」から命
名された「永頼会」―「永遠の信頼」
を花言葉とする「リエール」が、多く
の職員とともに過ごした私の当院での
支えとなりました。
　「地域の信頼に応える病院医療の実
践」、「治す、支える、癒す、活かす」、「た
めに、ともに、あらたに」、「サステナ
ビリティ & ウェルビーイング―いのち
とこころを大切に」などと掲げたスロー
ガンを懐かしみつつ、退任を決断いた
しました。改めまして、長い間のご支援・
ご交誼いただきましたすべての皆様に
感謝申し上げます。
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連携医療機関の紹介

撮影：糖尿病・内分泌内科／仙波 英徳（満月　P6 に関連記事）
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　秋の夜長の季節になりました。
　欠けたり満ちたりをくり返す月を眺めていると、仕事の日々で
心にできた小さなささくれも、いつのまにか丸くなっていきます。

　望遠鏡を手にした人が最初に覗く対象は、たいてい月です。見
慣れた姿のはずなのに、レンズ越しの月はいくら見ていても飽き
ることがありません。
　意外かもしれませんが、月のクレーターが一番よく見えるのは
満月ではなく半月のころです。巻頭写真にある満月は真正面から
日が当たるため、のっぺりと平らです。一方、下の写真の半月では
光と影の境目に長い影が伸び、でこぼこが立体的に浮かび上が
ります。欠け際のぎざぎ
ざは、クレーターの縁
が影から顔を出したと
ころです。

　星雲や銀河は何時間
もかけて撮りますが、月
は明るいので一瞬で写
ります。そのかわり、空
気の揺らぎが収まる瞬
間をひたすら待つので
すが。

　今年の十三夜は十月二十三日です。望遠鏡がなくても、双眼鏡
で十分に楽しめます。仕事帰りにふと足を止めて、今夜の月がど
んな形か、確かめてみてください。

　　　　　　　(写真・文/糖尿病・内分泌内科医長：仙波英徳）

松山中央消防署より表彰されました

愛媛県知事表彰を受賞しました

スシロー

←至 松山空港 18

ネッツトヨタ愛媛

石原自動車教習所
空港通り

番町幼稚園

済美平成中学校

つむぎ内科
クリニック

モスバーガー

南江戸公園

　長年にわたる看護業務への貢献と地域医療への
功績が認められ、このたび、副院長兼看護部部長
の上岡由美子が愛媛県知事表彰を受賞しました。

　患者さんに寄り添う看護
の実践を大切にしながら、
後進の育成や看護の質向上
にも尽力してきたことが高
く評価されたものです。

　今回の受賞を励みに、こ
れからも安心・安全で質の高
い医療の提供に努めてまいり
ます。

高
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　当院の臨床工学技士・飯田誉司が、小学校の運動
会で心肺停止状態となった男性の救命活動に貢献し
たとして、松山中央消防署より表彰されました。

　飯田さんは周囲の人々と協力し、胸骨圧迫や AED
を用いた迅速な処置を行い、
救急隊の到着前に男性の意識
を回復させました。 男性は無
事に回復し、元通りの生活を
送られています。

　飯田さんの医療従事者とし
ての高い技術と、咄嗟の場面
での勇気ある行動を当院とし
ても誇りに思います。

半月


